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       令和元年9月25日発行  日本の息吹（兵庫県版）第215号                            
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《 9月25日以降の日本会議兵庫関連団体の主な催物 》     

          

〇１０月１２日（土）中・西播磨支部学習会「近代」（後水尾天皇）中島  剛 先生 

〇１０月３０日（水）戦歿学徒追悼祭 若人の広場（淡路）８：３０湊川神社前集合 

〇１１月２３日（祝）天皇陛下の御在位をお祝いする県民の集い 

〇１２月 ８日（日）日本会議兵庫 神戸支部第３回総会 湊川神社 

                    （ 第２部 講演会 江崎 道朗 先生 演題（未）） 

〇１２月１４日（土）中・西播磨支部学習会「近現代」（大正・昭和）土肥 清明 先生 

〇 ２月１１日（火） 

 

     ＊未決定箇所については、決定でき次第お知らせ致します。 

《
第
十
三
回
中
・
西
播
磨
支
部
総
会
》 

 

令
和
元
年
八
月
二
四
日(

土)

、
兵
庫
縣

姫
路
護
國
神
社
白
鷺
宮
参
集
殿
に
て
、
一

三
時
三
〇
分
よ
り
令
和
元
年
度
支
部
総
会

が
、
一
四
時
三
〇
分
よ
り
記
念
講
演
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
に
先
立
ち
、
本
殿
に
て
、
田
中
英

道
先
生
・
三
木
英
一
支
部
長
・
役
員
共
々

に
正
式
参
拝
を
し
、
ご
英
霊
へ
の
感
謝
、

御
皇
室
の
弥
栄
、
令
和
の
御
代
の
日
本
国

の
安
泰
、
世
界
平
和
を
祈
念
致
し
ま
し

た
。 

 
 

 

第
一
部 

総
会 

 

開
会
の
辞
、
国
歌
斉
唱
、
皇
居
遙
拝
、

英
霊
・
会
員
物
故
者
に
黙
祷
、
綱
領
唱
和

の
後
、
主
催
者
代
表
挨
拶
（
支
部
長
）
。

今
年
度
、
新
た
に
顧
問
就
任
を
依
頼
し
た

八
名
の
県
議
会
議
員
に
委
嘱
状
を
交
付
の

後
、
顧
問
を
代
表
し
て
水
田
裕
一
郎
兵
庫

県
議
会
議
員
よ
り
ご
挨
拶
を
戴
い
た
。
そ

の
後
、
日
本
維
新
の
会
片
山
大
介
参
議
院

議
員
よ
り
ご
祝
辞
を
戴
き
ま
し
た
。 

改
め
て
来
賓
紹
介
の
後
、
田
久
保
忠
衛
会

長
等
の
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露
、
活
動

報
告
、
決
算
報
告
並
び
に
監
査
報
告
、
活

動
方
針
案
、
予
算
案
と
続
き
全
て
の
議
事

承
認
の
後
、
支
部
役
員
紹
介
、
宣
言
文
、

聖
壽
万
歳
、
閉
会
の
辞
に
て
無
事
終
了
し

ま
し
た
。 

 
 

 

第
二
部 

記
念
講
演 

 

『
日
本
の
息
吹
』
連
載
「
世
界
史
の
中

の
日
本
を
語
ろ
う
」
で
お
馴
染
み
の
東
北

大
学
名
誉
教
授
田
中
英
道
先
生
を
お
招
き

し
『
世
界
の
中
の
日
本
』
～
本
当
は
何
が

す
ご
い
の
か
～
と
題
し
て
ご
講
演
戴
き
ま

し
た
。 

 

六
十
八
名
の
参
加
者
で
参
集
殿
は
満

席
、
盛
会
で
あ
り
ま
し
た
。 



 
 
 

第
三
部 

懇
親
会 

 

一
七
時
か
ら
会
場
を
市
内
に
移
し
、
田

中
英
道
先
生
は
じ
め
二
七
名
の
出
席
を

得
、
日
本
会
議
兵
庫
県
本
部
市
橋
事
務
局

次
長
の
ご
発
生
に
よ
り
弥
栄
と
杯
を
上
げ

開
宴
。 

産
経
新
聞
大
阪
本
社
・
小
島
正
論
室
長
の

ス
ピ
ー
チ
、
田
中
先
生
の
ご
講
演
に
対
す

る
質
問
等
に
花
が
咲
き
、 

賑
わ
い
あ
る
懇
親
会
に
な
り
ま
し
た
。 

《
第
三
回
学
習
会
》 

中
・
西
播
磨
支
部 

 
 
 
 
 
 

 
 

令
和
元
年
八
月
三
日
（
土
）
、
兵
庫
縣

姫
路
護
國
神
社
白
鷺
宮
参
集
殿
に
お
い

て
、
定
例
の
学
習
会
を
実
施
し
た
。
～
御

代
替
り
に
鑑
み
「
歴
代
聖
上
の
御
事
」
帝

と
そ
の
時
代
～
を
テ
ー
マ
に
三
回
目
は

「
上
代
」
（
天
智
天
皇
）
と
題
し
井
上
秀

樹
支
部
常
任
幹
事
が
講
師
。
参
加
者
四
七

名
。 

 

「
天
智
天
皇
七
年
（
六
六
八
年
）
五
月

五
日
、
近
江
大
津
の
宮
か
ら
一
日
の
行
程

の
蒲
生
野
で
・
・
・
」
万
葉
集
の
一
節
に

思
い
を
馳
せ
、
古
の
地
を
訪
ね
る
ひ
と
り

旅
、
ま
た
遠
く
筑
紫
路
を
訪
ね
、
公
益
財

団
法
人 

古
都
大
宰
府
保
存
協
会
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
等
、
多
様
な
情
報
と
資
料
を
も

と
に
、
出
席
者
を
そ
の
時
代
に
引
き
寄
せ

る
お
話
で
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
是
非
講

師
を
お
尋
ね
下
さ
い
。 

   令和元年 9月25日発行  日本の息吹（兵庫県版） 第215号 


